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会長報告 髙橋 義詔 会長①
皆様、今年プロ野球でA.R.Eを達成した阪神タ

イガースの守護神をご存じでしょうか。そうで
す、岩崎優(すぐる)投手です 。

彼は国士舘大学の硬式野球部時代に遠軽町にて
夏合宿を行っています。当時の永田監督は彼はプ
ロを目指しているし、可能性のある選手だと聞か
されていたので、2013年のドラフト会議にて阪
神タイガースより6巡目で指名されたときには嬉
しかったことを思い出します。最初の契約は660
万円でしたが、直近の契約金は4年8億円とな
り、今や日本の守護神と言っても過言ではない選
手に成長しました。

2013年の遠軽合宿中に行われたオープン戦で
は遠軽町長の始球式でなく始打式が行われ、マウ
ンドには岩崎選手が登板し佐々木町長と対戦した
ことが思い出されます。結果は申し上げる必要も
ないかと思いますので皆様のご想像にお任せし致
しますが、町長は今でもあの時の体験が現在の岩
崎投手の礎になっていると豪語しています。

その岩崎選手が12月5日に町内各野球少年団や
中学校の野球部を対象に野球教室を、A.R.Eの報
告会として写真撮影＆サイン会を午後6時からメ
トロプラザにて開催します。同じく遠軽で合宿を
していた横浜隼人高校出身で元阪神タイガースの
小宮山慎二氏も来町して遠軽町の子ども達に夢と
野球の普及を行うこととなっていますので是非と
もお集まりください。

本日の例会は川村会員⑦によります会員卓話に
なります。本日もよろしくお願い致します。

幹事報告 大西 孝拡 幹事②
１．本日例会終了後、理事会を行います。

委員会報告
◇益井 伸也 親睦活動委員会委員長④

クリスマス家族会の出欠締切は12月14日。な
お、会費納入、オークションの商品提供、または
寄付金のご協力をお願いします。

先月の青年会議所との合同例会で受取った商品
券の使用期限は12月一杯です。早目のご使用を。
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第３０９７回例会記録

★開 会 点 鐘：髙橋 義詔 会長
★国 歌：－
★Ｒソング：それでこそロータリー
★四つのテスト：－

日時：2023年１１月３０日㈭12:30～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：加藤 幸徳 ＳＡＡ③

12月
14日
㈭ 12:30～

会員卓話
（出席委員会）

佐藤 和徳 会員

本日のプログラム 会員卓話
高井 一博 会員組織委員会委員長⑤

私は先日京都、滋賀へ行き、比叡山延暦寺や清
水寺、神社に寄って来ました。そこでは住職さん
がこと細かく説明されて、「ここで修行された坊
さんが全国各地に行ってるんだよ」と、そういう
ことを言われていました。

卓話の内容については川村寿光会員にお任せし
てあります。よろしくお願いいたします。

【文中の○数字は写真の番号】

12月
7日

㈭ 12:30～

クラブフォーラム
年 次 総 会

ロータリー平和センター
プログラム紹介動画視聴



遠軽ロータリークラブ 会報 第２０号 2023(令和５)年12月 7日 (2)2023～2024年度

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南1丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ www.engaru-rc.com
会長：髙橋義詔 副会長：木村一則
会長エレクト：乾 淳 幹事：大西孝拡
会計：島田光隆 ＳＡＡ：加藤幸徳
直前会長：高井一博 事務局員：岡本奈津美
◇1959年9月12日創立 1959年11月7日認証

2023-2024年度 国際ロータリー
会長：ゴードン Ｒ.マッキナリー(スコットランド)
第2500地区ガバナー：鶴見誠一郎(紋別港RC)
第4分区ガバナー補佐：伊藤 晴之( 紋 別RC)

編集・発行：メディア委員会
委員長：東海林勉 副委員長：佐藤直也
委 員：石井朋子 植村涼子 奥山雅行

棚橋 忠 山田荘一
須藤順一
出席委員長⑥

11月16日 43 40 23 8 77.5％
11月30日 43 40 30 75.0％

日本の仏教と曹洞宗
川村 寿光 会員（明光寺住職）⑦

禅宗には３つの宗派、曹洞宗、臨済宗、黄檗宗
があります。インドでお釈迦様が体系づけられた
仏教が北側のネパールから中国、朝鮮半島、そし
て日本へと伝わってきたのが5世紀の飛鳥時代と
されています。南の方はビルマ、タイ、マレーシ
ア、インドネシアなどに伝わっていきました。北
へ伝わったのが大乗仏教、南へ伝わったのが小乗
仏教（上座部仏教）です。禅は27代目の弟子で
ある達磨大師がネパール、ヒマラヤを越えて中国
へ伝えました。（イラスト）

日本では、道元禅師（51代目の弟子）が禅を
中国で学び、曹洞宗の開祖となりました。当初は
京都で活動されましたが天台宗の勢いがあまりに
も強かったため、京都を離れ福井で永平寺を開く
こととなります。

禅宗は座禅をします。座禅は足を組みながら何
も考えず無になることと言われますが、自分の本
山での2年間の修行中40分の時間がわずか2,3分
に感じられたことがたった1度だけあるだけで、
無になることなどできません。いろいろな思いが
頭の中を駆け巡りますが、それらのことにとらわ
れずにほっておくことで何も浮かばなくなってく
る、その状態になるまで修行を続けるのが曹洞宗
の禅（黙照禅、只管打座）です。臨済宗は看話禅
（かんなぜん）といい、師から答えの出ない問題
（公案）を与えられその問題をひたすら考えなが
ら禅を行います。

タイで修業したときは毎日1時間瞑想を行いま
した。光の玉が鼻を通り頭に入り少しずつ下がっ
て丹田に入りそこに留まる、というイメージを持
つのですが、いつも鼻から入って頭に来る頃にイ
メージが途切れ、また最初からやり直すことをず
っと続けました。丹田に入った光の玉がいつでも
そこにあるように鍛錬しなさい、ということで
す。曹洞宗、臨済宗の座禅の違い、瞑想との違い
はありますがどれも同じだと考えることもできま
す。道内にも本格的な座禅をきちんと指導しても
らえるお寺があるので、そこでの体験をお勧めし
ます。本山での修行中、座禅の指導をしたことが
あります。ある企業は新入社員が3日間座禅体験
をすることが義務となっていて、朝4時に起床し
て午後9時に就寝するまでビッチリとスケジュー
ルが組まれています。食事も質素で、朝食はおか
ゆ、ごま塩、漬物。昼食は麦ごはん、みそ汁、漬
物。夕食は昼食におかずを1品加えたもの。

ニコニコＢＯＸ 益井 伸也 親睦活動委員長④
島田光隆君 16年ぶり、千歳支店開店 10,000円
高井一博君 初孫誕生 5,000円
乾 淳君 無断欠席 2,000円

2022-23年度 合計302,000円
☆閉会点鐘：髙橋義詔会長☆今号会報担当：佐藤直也副委員長

2023-24_20h-02

この食事を3日続けただけで、お饅頭や羊羹が
こんなにおいしいものだと気づくほどの厳しさが
あります。自分も2年間このような食事で厳しい
環境でしたがだんだん体は慣れてくるものです。
しかし、もう一度修行をやれと言われたらお金を
払ってでもやりたくありません。しかしこのよう
な厳しい修行を経験しないと、人様の上に立って
講話などする資格はないと思います。

明光寺の成り立ちは次のようなものです。湧別
は屯田兵が入植することで始まりました。政府は
宗教施設も必要と考えて、浄土真宗大谷派を指定
しましたが入植者399戸のうち137戸が曹洞宗で
あったため、九州の天草から托鉢してやって来た
川端道固師に頼み定住してもらうことになりまし
た。明治41年に現在地に本堂、庫裡を整備。

しかし大正7年に川端道固師が亡くなり弟子の
川端固法師も軍務につくなどで住職が不在になり
ます。その後別海町上風連の開禅寺の川村真龍師
が住職として勤務することとなり少しずつ現在の
形になってきました。遠軽が分村した当時、現在
の陽済寺さん近くに曹洞宗の説教所がありまし
た。早くに亡くなってしまったようですが、その
方は道元禅師が福井に来た時に2年間住んだ吉峰
寺から来た方でした。

この吉峰寺の住職が素晴らしい方で、その方に
大きな影響を受けて托鉢に歩いたのが明光寺を最
初に開いた方です。様々なご縁で出来上がった明
光寺です。


